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1. はじめに 

平成26年8月17日午前3時頃に兵庫県丹波市市島町を

中心とした約87km2の範囲において土砂災害や洪水による

被害が多発した。兵庫県 1)によると丹波市で死者1名，重軽

傷者4名，全壊家屋17戸，半壊・一部損壊家屋48戸，床

上浸水140戸，床下浸水723戸にのぼる甚大な被害が報告

されている。 
(公社)砂防学会では調査団を派遣し，丹波地方における今

回の土砂災害の状況や発生原因について調査を行い記録と

して残すこととした。ここでは、災害発生時の降雨と崩壊

の状況についてとりまとめるとともに、両者の分布状況を

比較し、関係性について解析した結果を報告する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 調査箇所位置図 
 (災害発生箇所出典：兵庫県企画県民部 災害対策課防災・危機管理班 

 8月16日からの大雨による被害等について 8/19 13:00現在) 

 
2. 災害発生時の降雨状況 

災害発生箇所近傍に位置する国土交通省所管の雨量計

「北岡本」のハイエトグラフを図-2に示す。 
災害発生より3日前の8月14日11:00時頃に時間10mm

程度の降雨があった後，15日9:00時頃から断続的に降雨が

みられる。前日の 16 日 16:00 時に時間雨量 35mm を記録

してから10mm程度以上の降雨が継続し，17日3:00時に

最大時間雨量91mmを記録した。ヒアリングから得られた

斜面崩壊や洪水氾濫の発生時刻は2:00時頃から3:00時頃ま

でであり，時間雨量の最大時刻と概ね一致している。14日

10:00時からの積算雨量は，17日2:00時で285mm，3:00
時で376mmに達していた。 

北岡本観測所における最大時間雨量の過去 28 年（1986
年から2013年）の平均値は約38mm，最大値は2006年8
月12日15時の79mmである。8月17日3:00時の時間雨

量91mmは，過去最大かつ年最大時間雨量の平均値の約2.4
倍にあたる。また，超過確率年は100年から150年となり

非常に大きいものであったことが分かる。また，同様に 3
時間雨量，24 時間雨量をみると，過去 28 年間の 3 時間雨

量の最大値は 111mm，24 時間雨量の最大値は 274mm で

ある。8月17日3:00時における3時間雨量は176mm，24
時間雨量は 414mm であり，いずれも過去の最大値を大き

く上回っている（表-1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表-1 過去の最大雨量（北岡本観測所） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3. 崩壊分布状況 

次に，降雨量と崩壊発生との関係を解析するために，航

空レーザ計測データを用いた標高差分図とオルソ画像から

崩壊分布図を作成した。標高差分図で土砂移動が確認され

る範囲を抽出した後，崩壊発生後の立体可視画像とオルソ

画像をもとに崩壊範囲を特定した。 
調査対象範囲全体で，崩壊は 714 箇所発生し，平均崩壊

面積は約 2,640m2，航空レーザ計測の差分から算出した崩
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図-2 2014年8月17日の降雨状況（北岡本観測所）

時間雨量 3時間雨量 24時間雨量

(mm/h) (mm/3h) (mm/24h)

過去最大雨量
（1986-2013）

79 111 274

発生日時 2006年8月12日15時 1999年9月21日6時 2004年10月21日2時

災害時雨量 91 176 414

超過確率年 100-150 200-400 500-1000

算出手法 Gumbel分布 SQRT-ET分布 SQRT-ET分布

注）1997年3月までは冬季（12月から3月まで）欠測
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壊土砂量は1,034,889m3であった。また，勾配10°以上の

斜面の面積を分母とした場合の崩壊個数密度は 11 個/km2，

崩壊面積率は 2.8%，単位面積当り崩壊土砂量は

15,600m3/km2であった。 
調査対象範囲近傍のレーダアメダス解析雨量から作成し

た最大時間雨量と8月14日10:00時から降雨終了までの総

雨量の等雨量線図と崩壊発生箇所を図-3 に示す。等雨量線

図から，雨量階級ごとの総面積と崩壊面積を計測し，崩壊

個数密度と崩壊面積率を算出した。図-3 をみると，最大時

間雨量，および総雨量と，崩壊個数密度，崩壊面積率との

間に，明瞭な相関関係がみられることが分かる。 
 

4. 崩壊発生と降雨との関係 

打荻ほか（1971）2)を参考に，崩壊個数密度や崩壊面積率

を有効雨量の 2 次曲線に回帰させると，相関係数は最大時

間雨量の場合 0.995 となり，総雨量の場合も，崩壊個数密

度で 0.970，崩壊面積率で 0.957 と非常に高い値となった。

図-3 の分布域の重なりで確認できた雨量と崩壊との関係は，

定量的にみても非常に強いことが分かる。なお、ここでは

無効雨量を最大時間雨量で40mm，総雨量で400mm と仮

定し，有効雨量はそれぞれの雨量と無効雨量の差で算出し

ている。 
 

5. おわりに 

航空レーザ計測データとレーダアメダス解析雨量を用い

て、平成26年8月17日に兵庫県丹波市で発生した災害時

の降雨と崩壊の空間的な分布状況を把握し、その関係を解

析した。その結果、両者に明瞭な相関関係がみられること

が分かった。両者の関係を規定する要因を解明することが

今後の課題であると考えられる。 
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図-3 災害発生時の降雨分布と崩壊発生状況（左：最大時間雨量、右：総雨量） 

図5 谷次数別に見た渓床堆積幅と 

渓床堆積深の関係 
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図-4 雨量と崩壊面積率との関係（左：最大時間雨量、右：総雨量） 
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